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はじめに 

温暖化による深刻な影響を避けるため、大気の温度上昇を産業革命以前か

ら比べて 2 度以下に抑えることを目標にした場合、2050 年の世界全体の温

室効果ガス排出量を 1990 年レベルから約 50％削減する必要に迫られる可能

性がある。先進国である日本はそれ以上、たとえば 60 から 80％削減を求め

られたとき、温室効果ガスをほとんど出さない脱温暖化社会像を描く必要が

ある。そこで、長期にわたる継続した取り組みの方向をできるだけ早く提示

することが求められている。2050 年頃には現在の社会インフラのかなりが

変更されるであろう。都市、交通、産業などでエネルギーに依存している現

状の社会インフラを変更するための制度変革、技術開発、ライフスタイルチ

ェンジなどに関する長期的な方向性を温暖化対策の観点から検討した。 

 

日本 2050 年脱温暖化社会の叙述シナリオ 

60 から 80％削減といった大幅な削減を目指すためには、2050 年脱温暖化

社会をまず描き、実現に必要な対策を組み合わせていくバックキャスティン

グ的なシナリオアプローチが必要になる。バックキャスティングでは、まず

ゴールとなる 2050 年の脱温暖化社会像を描くことが必要だが、人々が好む

社会像は多種多様である。まず、図１のような二つの叙述的シナリオを想定

して、実現可能性について検討した。シナリオＡは、現状のスタイルが継続

されながら技術革新が起こるとした想定であり、シナリオＢは、現在一部で

見られているコミュニティーのつながりを重視するスローな豊かさを求め

る傾向が強まりながらそれに適したイノベーションが起こる社会像である。

このとき、2050 年における主要な要因（人々の考え方、人口、国土・都市、



生活・家庭、経済、産業）についてどのような差異が起こりうるかをシナリ

オ毎に想定し、幅をもった表現を試みた。 
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図 １ 2050 年 脱 温 暖 化 社 会 の描 写 例  

叙述シナリオの定量化 

想定した叙述シナリオをもとに、2050 年時点における CO2 排出量 70％削

減（1990 年比）が可能かどうか試算した。まず、運輸サービス量、民生部

門の冷暖房需要、産業別の生産量などのエネルギー需要サービス量を推計し

た。求めたサービス需要を満たすための供給側対策としてはシナリオＡでは、

集中型エネルギー利用、シナリオＢでは分散型エネルギー利用が進むとして、

それぞれの供給量を求めた。需要供給両面の徹底的な対策を行うことで、

2050 年の二酸化炭素排出量の 70％削減を達成しうることがわかったが、そ

の 実 現 可 能 性 に つ い て は よ り 詳 細 に 検 討 を 行 う 必 要 が あ る 。
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 図 ２ CO270％削 減 シナリオの検 討 （一 次 エネルギー供 給 の構 成 ） 




